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特別損失の計上及び通期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2021年12月期決算において、下記のとおり特別損失を計上いたしました。また、2021年11

月12日に公表いたしました2021年12月期通期（2021年１月１日～2021年12月31日）連結業績予想と、

本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。  

 

記 

 

１．特別損失の計上について 

当社は、福岡県博多県税務署より、2013 年 12 月期及び 2014 年６月期の法人事業税に係る更正通知書

を 2019 年１月 31 日付けで受領いたしました。これは当社が 2005 年 1 月 28 日開催の第５回定時株主総会

及び 2006 年 1 月 31 日開催の第６回定時株主総会において減少の決議をした資本準備金については、地方

税法第 72 条の 21 第１項第２号及び第３号の要件を充たしていないため、法人事業税の追徴義務が発生す

るとの見解によるものであります。当社は、これを不服とし 2019 年４月 16 日付けで福岡県知事に対し更

正処分の取消しを求める審査請求書を提出しておりましたが、2021 年 12 月７日付けで当社の請求を棄却

する旨の裁決書を受領いたしました。 

当社としましては、この裁決は誠に遺憾であり到底承服できるものではないため、行政取消訴訟の提起

を検討しておりますが、保守的な観点から当該追徴税額 110,355 千円を特別損失として計上いたしまし

た。  

 

２．2021年12月期通期連結業績予想と実績値の差異（2021年１月１日～2021年12月31日） 

 
連 結 

営 業 収 益 

連 結 

営 業 利 益 

連 結 

経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

1 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

4,860 

百万円 

210 

百万円 

208 

百万円 

221 

円 銭 

6.79 

実績値（Ｂ） 4,894 187 182 85 2.64 

（Ｂ－Ａ） 34 △23 △26 △136  

増減率 0.7％ △10.9 △12.3 △61.1  

（ご参考）前期連結実

績 

（2020 年 12 月期） 

4,033 △105 △49 △348 △10.72 

  



３．差異の理由 

連結営業収益につきましては、プライズ事業の年末に向けた販売が好調に推移したことから、前回発

表時の予想を上回ることとなりました。 

利益につきましては、投資銀行事業において、相手先との交渉が長期化したことにより、予定してい

た成約件数を達成することができず、連結営業利益及び連結経常利益は前回発表時の予想を下回ること

となりました。 

さらに、上記「１．特別損失の計上について」に記載した追徴税額を特別損失として計上したことに

より、親会社株主に帰属する当期純利益につきましても前回発表時の予想を下回ることとなりました。 

 

以 上 


